
文部科学省 地域との協働による教育改革推進事業

本校の取組について

宮城県石巻西高等学校
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1. 本校の概要

本校の概要

1985(昭和60)年に地域初の男女共学普通科高校として創立。

東松島市唯一の全日制高校

学級(１･２学年４学級,３学年５学級)

生徒数５１９名

校訓 敬愛・探求・進取

教育方針

・敬愛と協調心の育成

・学力の充実と探究心の育成

・公正な判断力と進取の精神の育成
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1. 本校の概要

特色①

[国際理解教育]
国際感覚と見識を備えるとともに，

日本文化や郷土に誇りを持ち，

世界に向けて発信できる

人材の育成を目指す。

交換留学生の受け入れや

国際理解講演会，

海外修学旅行等を

実施してきた。
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1. 本校の概要

特色①

【国際高校生フォーラムin石巻西高校】
平成28年から3年間実施。

米国・韓国・台湾から高校生を招き，フォーラムを開催。

▶被災地フィールドワーク

▶避難訓練

▶災害と防災をテーマとした

英語による発表

▶共同宣言
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1. 本校の概要

特色②

[防災教育]
平成23年の東日本大震災では

生徒９名，入学予定者２名が

犠牲となる。

震災後４４日間にわたり

避難所運営。

防災教育の必要性を痛感し，

全国各地との防災交流や

防災学習にも力を入れてきた。
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1. 本校の概要

特色②

【防災体験学習】
全校生徒による，防災学習。

▶避難訓練

▶AED体験

▶防災ゲーム

｢なまずの学校」

▶応急処置講座

▶段ボールベッド体験

▶防災講話 など
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2. 事業申請までの流れ

[一般社団法人ISHINOMAKI2.0]との連携

・東日本大震災後の
2011年に発足したNPO団体。

・まちを盛り上げる
多数のプログラムを行う。

・地元高校生への教育にも着目。
地域の高校との授業連携や
サポートを行い，
地域と高校生をつなぐ活動を
展開している。
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2. 事業申請までの流れ

[石巻地域高等教育事業団]との連携

・石巻専修大学誘致事業の

推進母体として昭和61年設立。

・大学誘致後は, 地域社会における

教育文化の振興を

主な目的として活動。
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圏域２市１町
(石巻市, 東松島市, 女川町)

石巻専修大学

地域内県立学校長会
(石巻市立高校含む)

石巻高, 石巻好文館高, 石巻西高

石巻北高, 石巻商業高, 石巻工業高
宮城水産高, 東松島高
石巻支援学校, 女川高等学園
石巻市立桜坂高

H30.11.27
「石巻専修大学と圏域高校との懇談会」
【講演】

高校における地域人材育成と
大学との連携について

【講師】
大正大学地域構想研究所

教授 浦崎太郎氏



2. 事業申請までの流れ

先進校・先進地域の取り組み情報の収集

・東北学院大学

菊池広人先生が指導

・目的

探求そのものの楽しさを学ぶ。

教科学習の意味を共有する。
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大船渡高校
探究学習「大船渡学」

本校「ＳＤＧｓ地域課題研究」のヒントをいただいた



2. 事業申請までの流れ

先進校・先進地域の取り組み情報の収集

・若者の流出が深刻な課題であった

最上地域で，

学校カリキュラム外の

課外講座を設定した

＜行政主導のカリキュラム＞
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新庄最上地域
ジモト大学

本校「地域理解講座（街クエスト）」のヒントをいただいた



2. 事業申請までの流れ

東松島市の動き

2018年6月

【ＳＤＧｓ未来都市】に選定。

▶全国で29自治体

▶東日本大震災の被災3県では唯一。

・第1回東北ＳＤＧｓ未来都市サミット

開催(H31.1.25)

東松島市コミュニティセンターにて
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・自尊感情・自己肯定感の弱さ

・失敗や困難を回避する傾向

・当事者意識・主体性のなさ

震災以降の
・著しい人口流出
・コミュニティの崩壊
・小中学生の学力・体力の低下

希薄な関わり高校生の課題 地域社会の課題

石巻専修大学

総合的な学習・探究の時間
■ SDGｓ地域課題研究 ■職業人インタビュー

■自己・職業・社会理解講座 ■ 地域理解講座

■インターンシップ

教科・科目
■現代社会 ■社会と情報 ■環境と科学

■地理A・地理B・地理探究 ■国語総合

教育課程外の活動
■ 地域支援ボランティア活動

■小学生の学習支援

■地域理解講座・課題研究におけるフィールドワーク

その他
■まなびフォーラム ■研究成果の普及

【学校における取り組み】

・地域愛，地域貢献意欲

・自尊感情，自ら関わろうとする力

・対話力，共感力，合意形成力 を伸ばす

・地域を良くしたいという情熱と信念を有する人材

・自己の役割を認識し主体的に地域課題に向き合う人材

・多様な人々を巻き込んで地域課題に取り組む人材

を育てる

震 災 を 乗 り 越 え 持 続 可 能 な 未 来 を 創 造 す る 人 材 育 成 プ ロ グ ラ ム

運営指導
委員会

ＳＤＧｓ未来都市東松島（東松島市）

「全世代グロウアップシティ東松島」として、

こども・若者・高齢者の全世代にわたって住み

よいまちづくりを目指す

学校 地域

持続可能な

地域未来の
創造

Sustainable Development Goals

連携・協働
石巻西
高等学校

宮城県
教育委員会

推進校

ISHINOMAKI
2.0

東松島市

女 川 町

他の
県立学校

公益社団法人
石巻地域高等教育事業団

石 巻 市

コンソーシアム

構成組織



2. 事業申請までの流れ

校内での動きと校外機関との連携

【校内】

本校生の強み・弱み（前期振り返り）９月職員会議⇒合意形成

ミドルリーダーとの打合せ(次年度構想作業部会10.27)

具体的案：課題研究の推進，インターンシップの実施

事業への申請を提案…１２月職員会

【校外】

１1月～4月 石巻専修大学，ISHINOMAKI2.0との打合せ

1月～4月 宮城県教委担当者との打合せ

2月22日 地区校長会でコンソーシアムの概要説明
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3. 構成組織

コンソーシアム

【構成組織】

・宮城県教育委員会

・石巻地域高等教育事業団

(2市1町, 石巻専修大,

圏域内県立学校）

★ISHINOMAKI2.0については

後日コンソーシアムに加入予定
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２０１９年７月１６日
コンソーシアム協定の締結



3. 構成組織

「カリキュラム開発専門家」及び「運営指導委員」
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＜カリキュラム開発専門家＞

・石巻専修大学事務部 次長 髙橋郁雄氏

・東松島市地方創生ＳＤＧｓ推進室 次長 永野慎一氏

・ISHINOMAKI2.0教育事業 理事 斉藤誠太郎氏

・東北学院大学地域共生推進機構 特任准教授 菊池広人氏

＜運営指導委員＞

・東北大学大学院環境科学研究科 教授 吉岡敏明氏

・宮城大学事業構想学群 准教授 佐々木秀之氏

・(株)橋本道路 取締役社長（東松島市商工会会長）橋本孝一氏

・石巻商工信用組合 常勤理事 熱海英俊氏



震災を乗り越え持続可能な未来を創造する人材育成プログラム

震災を乗り越え，石巻地域の復興・発展を担う人材，
持続可能な未来を創造する人材を育成すること。

・地域を良くしたいという情熱と信念を有する人材
・自己の役割を認識し，

当事者として主体的に地域課題に向き合う人材
・多様な人々のモチベーションを高め，

多くの人々を巻き込んで地域課題に取り組む人材

4. 目標・仮説

目標設定①
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研究開発名

目 標

目標達成に必要な地域人材



4. 目標・仮説

目標設定②

①で述べた人材になるために・・・
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高校卒業までに習得させる資質・能力
「学校と地域とが
連携・協働する取組」

と
「学校内の取組」

とが
全体として機能する体制を
作りカリキュラムを再構成
することで，
高校卒業までに
左の三つの力を身に付けさ
せることができる。

自尊感情，関わろうとする力

対話力，共感力，合意形成力

地域愛，地域貢献意欲



5. 取組内容

総合的な探究の時間【１学年】

１．自己理解講座（4～5月）

２．職業・社会理解講座（8～10月）

３．ミライブラリー（10月）

４．インターンシップ（11～1月）
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5. 取組内容

「自己理解講座」「職業・社会理解講座」
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[自己理解講座]
▶配当時間 3時間
▶ねらいと内容

自分の強みと弱み及び
興味関心を，
ワークシートを用いて
まとめ，自分と学問，
自分と社会との関わりに
ついても，グループワーク
を通して考える。

[職業・社会理解講座]
▶配当時間 ５時間
▶ねらいと内容

ワークシートを
活用しながら，
各職業のやりがいや，
将来展望及び関連する
社会的トピックについて，
グループワークを行い，
理解する。



5. 取組内容

「ミライブラリー」

▶配当時間 4時間(事前･事後学習も含む)

▶内容

地域の社会人を講師として招き，インタビューを行う。

社会人1名を5名程度の生徒が囲み交流する。

▶ねらい

・地元の社会人から直接話しを聞くこと

により，生徒の進路意欲を啓発する。

・異世代間の交流を通じ，多様な考え

方を理解し共有する力をはぐくむ。

▶連携協力者 ISHINOMAKI2.0
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5. 取組内容

「インターンシップ」

▶配当時間 11時間(事前･事後学習も含む)

▶内容 地域企業や施設の就業規則に従い，6～8時間程度の就業体験。

▶ねらい

・企業や事業所，地域と連携したキャリア教育を通し，高校の

学びと地域社会を結びつけ，地域の現状を理解するとともに，

地域課題の解決を目指す意識を養う。

・職業体験を通し，積極性や協調性等，社会人として必要な素養

を体得する。

▶連携協力者 東松島市ほか
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5. 取組内容

総合的な学習の時間【２学年】

１．地域理解講座「街クエスト」（7～8月）

２．課題解決学習（9～2月）
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5. 取組内容

地域理解講座「街クエスト」

▶配当時間 ５時間

▶内容

地域の事業所やNPO団体に生徒が出向き，

講義やフィールドワーク等を通して

地域の産業や課題について

理解を深める。
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5. 取組内容

地域理解講座「街クエスト」

▶ねらい

・地域と連携したキャリア教育を通し，生徒の進路意欲を啓発する。

・多様な課題に向き合うことにより，

生徒自らが目標を設定する一助とする。

・積極性や協調性等，社会人として

必要な素養を体得する機会とする。

・異世代間の交流を通じ，

多様な考え方を理解し共有する力を

育む。

▶連携協力者 ISHINOMAKI2.0
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5. 取組内容

「課題解決学習」

▶内容

「街クエスト」で訪問した各事業所の課題について，

探究活動を進めるとともに，

答えのない問題に向き合い解決する

力を養うプログラムを行う。

▶ねらい

地域課題に対して，

主体的に探究する

資質や能力を身に付ける。
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5. 取組内容

総合的な学習の時間【３学年】：「SＤＧｓ地域課題研究」

▶配当時間 22時間（５～９月）

▶内容

地域が抱える課題について，

ＳＤＧｓの視点から課題研究を行う。

▶ねらい

地域や身の回りに起こる事柄に

目を向け，課題意識を持ち，

自ら考え解決しようとする意欲を養う。

▶連携協力者 東北学院大学菊池広人先生，ISHINOMAKI2.0
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5. 取組内容

教育課程外の取り組み

【地域支援ボランティア】

・地域行事の補助

・震災復興事業の補助

・交流演奏事業等

【学習支援ボランティア】

・石巻市立釜小学校

における学習支援
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6. 成果と課題

成果の発表

・まなびフォーラム(10月28日)

・課題研究発表会(12月10日)

・石巻市 石巻政策コンテスト

・みやぎ高校生フォーラム(宮城県教委主催）

・学校便り

「西校実況中継」

・HPによる公開
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▶ISHINOMAKI2.0が開発した

「社会で必要な能力と価値観のアンケート」

・測定項目

①地域愛，地域貢献意欲 ②自尊感情

③自ら関わろうとする力 ④働きかけ力

⑤共感力 ⑥合意形成力

⑦明確な進路意識 ⑧将来地元に定着したい思い

・目標値 1年目：50％ 2年目：70％ 3年目：80％

▶「PDCAサイクル構築のための調査研究」

受託先：三菱UFJリサーチ&コンサルティング株式会社

6. 成果と課題

成果の検証 アンケート
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